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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

4/21 現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

3 月気象状況    （父島） 

最高気温   22.7℃ 

最低気温   17.4℃ 

平均気温   20.2℃ 

平均湿度   74％ 

月降水量   138mm 

住民基本台帳登録者数（4/1） 

             2,569 人 

             父島      母島               

  人口      2,124 人   445 人 

  世帯      1,192    274 

                                               

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
状
況
に
よ

っ
て
は
、
本
号
掲
載
の
各
行
事
の
取
り
や
め
、
変
更

が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

①
不
要
不
急
の
来
島
・
上
京
の
自
粛
の
お
願
い
 

 
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者

数
が
増
加
す
る
中
、
村
内
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
を
確
定
で
き
る
体
制
が
な
く
、
万
が
一
感

染
が
疑
わ
れ
た
際
に
も
、
検
査
・
治
療
を
行
う
た
め

の
本
土
医
療
機
関
へ
の
移
動
手
段
も
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
村
民
の
安
心
・
安

全
を
図
り
、
来
島
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
の
安
全
に

も
配
慮
す
る
た
め
に
、
当
面
の
間
、
不
要
不
急
の
来

島
自
粛
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
村
内
イ
ン

フ
ラ
の
維
持
管
理
等
、
必
要
な
来
島
ま
で
自
粛
を
呼

び
か
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
船
内
お
よ
び

村
内
で
の
感
染
症
対
策
に
は
十
分
な
留
意
を
図
ら
れ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
ま
た
、
村
民
の
皆
様
に
も
、
治
療
、
冠
婚
葬
祭
等

以
外
の
不
要
・
不
急
の
上
京
は
極
力
避
け
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
や
む
を
得
ず
上
京
さ

れ
る
際
に
は
、
不
必
要
な
外
出
を
避
け
る
な
ど
十
分

な
感
染
防
止
対
策
を
行
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

帰
島
時
の
東
京
港
竹
芝
桟
橋
乗
船
日
か
ら
２
週
間

は
、
お
仕
事
・
買
い
物
・
治
療
・
散
歩
等
の
生
活
に

必
要
な
外
出
を
除
い
て
、
極
力
外
出
を
控
え
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
ご
不
自
由
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
感
染
防
止

対
策
の
た
め
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
 

②
ど
う
や
っ
て
防
ぐ
の
？
 

 
過
剰
に
心
配
す
る
こ
と
な
く
、「

マ
ス
ク
」
や

「
手
洗
い
」
を
含
む
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
通
常
の
感

染
症
対
策
が
重
要
で
す
。
 

 
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ク
ラ
ス
タ
ー

（
集
団
）
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、「

換
気
の
悪
い

密
閉
空
間
」「

多
数
が
集
ま
る
密
集
場
所
」「

間
近
で

会
話
や
発
声
を
す
る
密
接
場
面
」
の
３
つ
が
重
る
場

所
を
避
け
ま
し
ょ
う
。（

下
図
参
照
）
 

③
相
談
・
受
診
前
に
次
の
事
を
心
が
け
て
下
さ
い
。
 

・
発
熱
等
の
風
邪
症
状
が
見
ら
れ
る
と
き
に
は
、
学

校
や
会
社
を
休
み
外
出
を
控
え
る
。
 

・
発
熱
等
の
風
邪
症
状
が
診
ら
れ
た
ら
、
毎
日
・
体

温
を
計
測
し
て
記
録
し
て
お
く
。
 

④
次
の
症
状
の
方
は
、
い
き
な
り
診
療
所
に
行
か

ず
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
外
出
を
控
え
、
新
型
コ
ロ
ナ

受
診
相
談
窓
口
（
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２

―
２
９
５
１
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

Ⅰ
 
風
邪
の
症
状
や
３
７
．
５
度
以
上
の
発
熱
が
４

日
以
上
続
く
場
合
（
解
熱
剤
を
飲
み
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
方
も
同
様
で
す
。）

 

Ⅱ
 
強
い
だ
る
さ
（
倦
怠
感
）
や
息
苦
し
さ
（
呼
吸

困
難
）
が
あ
る
場
合
  

※
高
齢
者
、
糖
尿
病
、
心
不
全
、
呼
吸
器
疾
患
（
慢

性
閉
塞
性
肺
疾
患
な
ど
）
の
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
や

透
析
を
受
け
て
い
る
方
、
免
疫
抑
制
剤
や
抗
が
ん
剤

な
ど
を
用
い
て
い
る
方
は
、
こ
れ
ら
の
状
態
が
２
日

程
度
続
く
場
合
 

※
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
の
開
設
時
間
は
平

日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
す
。
そ
れ
以
外
の

時
間
帯
は
、
都
・
特
別
区
・
八
王
子
市
・
町
田
市
合

同
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
（
０
３
―
５
３
２
０
―
４
５

９
２
）、

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、
０
９
０
―
４
６

１
３
―
０
７
８
６
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 
な
お
、
村
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
相
談
等
の
流
れ
を
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張

所
及
び
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
 
２
―
３
１
１
１
 

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

上
下
水
道
料
金
の
お
支
払
い
が
困
難
な
方
は
、
役
場

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
支
払
い
の
猶
予
制
度
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
個
人
、
法
人
を
問
い
ま
せ
ん
。
 

●
問
合
せ
先
 
建
設
水
道
課
 
 
 
２
―
３
１
１
５
 

 
          母

島
支
所
庶
務
係
 
３
―
２
１
１
１
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弁
護
士
、
司
法
書
士
、
税
理
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
小
笠
原
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ

ル
ー
プ
」
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
に

関
す
る
電
話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
困
り
事

が
あ
れ
ば
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

【
相
談
内
容
】
法
律
問
題
、
税
金
問
題
、
生
活
関
連

問
題
に
関
す
る
相
談
。
生
活
や
事
業
の
継
続
に
関
す

る
公
的
支
援
等
の
情
報
提
供
。
 

※
法
律
家
に
よ
る
無
料
電
話
相
談
で
す
。
た
だ
し
、

通
話
料
は
か
か
り
ま
す
。
 

【
実
施
期
間
】
当
面
の
間
。
 

【
受
付
方
法
】
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
る
。
 

※
可
能
な
限
り
②
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

①
電
話
に
よ
る
受
付
 

 
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話
（
電
話
０
３
―
５

９
１
９
―
３
５
３
０
）
に
お
電
話
く
だ
さ
い
（
平
日

午
前

10時
～
午
後
５
時
）。

こ
の
電
話
で
は
概
要
を

伺
い
ま
す
。
 

②
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
受
付
 

 
マ
ザ
ー
シ
ッ
プ
法
律
事
務
所
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
５

３
６
７
―
３
７
４
２
）
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
相
談
申
込
書
ひ
な
形
は
村
民
課
及
び
母
島
支
所

に
あ
り
ま
す
。（
小
笠
原
村
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。）

 

③
 
Ｈ
Ｐ
か
ら
受
付
 

『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
司
法
過
疎
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
』
の
Ｈ
Ｐ
（
http://www.shima-support. 

org/index.html）
の
「
予
約
・
お
問
合
せ
」
フ
ォ

ー
ム
か
ら
も
受
付
で
き
ま
す
。
 

【
相
談
方
法
】
受
付
後
、
休
日
を
除
く
数
日
以
内

に
、
担
当
の
法
律
家
よ
り
お
電
話
し
ま
す
。
 

 
す
ぐ
に
か
け
直
し
て
い
た
だ
き
、
ご
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
 

※
相
談
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
り
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
 
村
民
課
住
民
係
 
２
―
３
１
１
３
 

小
笠
原
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
 

 
０
３
―
５
９
１
９
―
３
５
３
０
 

 

  
毎
月
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
「
行
政
相
談
会
」
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
当
面
の

間
、
中
止
し
ま
す
。
実
施
可
能
と
判
断
し
た
と
き
に

改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

 
な
お
、
相
談
が
あ
る
方
は
行
政
相
談
委
員
ま
で
お

電
話
く
だ
さ
い
。
 

【
行
政
相
談
委
員
】
 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当
 
山
田
捷
夫
 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８
 

●
問
合
せ
先
 
 
村
民
課
住
民
係
 
２
―
３
１
１
３
 

  

小
笠
原
村
で
は
こ
れ
ま
で
関
係
機
関
と
と
も
に
諸

課
題
を
解
決
し
、
平
成

28年
度
以
降
、
４
年
ぶ
り

と
な
る
上
陸
を
伴
っ
た
硫
黄
島
訪
島
事
業
の
再
開
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

令
和
２
年
度
か
ら
は
よ
う
や
く
事
業
が
再
開
さ
れ
る

見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
現

在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収
束
の
見
通
し

が
立
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
誠
に
残
念
な
が

ら
本
年
６
月
の
硫
黄
島
訪
島
事
業
は
中
止
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
 

し
た
が
い
ま
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
収
束
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
が
、
令
和
３
年
度
か

ら
の
事
業
再
開
を
目
指
し
、
村
と
し
て
新
た
な
準
備

を
進
め
て
参
り
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
 
２
―
３
１
１
１
 

  ◎
情
報
公
開
制
度
 

情
報
公
開
制
度
は
、
村
が
保
有
す
る
情
報
を
公
開

す
る
こ
と
に
よ
り
、
村
民
と
村
と
の
信
頼
関
係
を
深

め
、
村
政
の
公
正
で
透
明
な
運
営
を
図
る
と
と
も

に
、
村
民
の
村
政
へ
の
参
加
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
 

公
開
で
き
る
情
報
や
請
求
方
法
な
ど
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

令
和
元
年
度
の
公
開
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

【
情
報
公
開
】
 

 
《
請
求
件
数
》
４
件
 

【
任
意
的
公
開
（
簡
易
な
情
報
公
開
）】

 

 
《
公
開
件
数
》

13件
 

◎
個
人
情
報
保
護
制
度
 

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
村
が
保
有
す
る
個
人
情

報
を
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
、
お
よ
び
自
己
に
関
す

る
個
人
情
報
の
開
示
請
求
等
の
権
利
を
明
ら
か
に

し
、
個
人
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
公
正
で
信
頼
さ
れ
る
村
政
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

開
示
で
き
る
情
報
や
請
求
方
法
な
ど
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

令
和
元
年
度
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

【
請
求
公
開
】
０
件
 

●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
 
２
―
３
１
１
１
 

   

令
和
元
年
台
風

21号
被
害
へ
の
支
援
と
し
て
公

益
財
団
法
人
小
笠
原
協
会
が
募
っ
て
い
た
支
援
金
を

村
口
座
に
ご
送
金
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
お
気
持
ち
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

【
金
額
】
１
８
０
万
７
千
円
 

【
寄
付
者
】
１
３
０
人
 

●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
 
２
―
３
１
１
１
 

    
平
素
よ
り
ご
み
の
分
別
回
収
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
く
小
笠
原
村

に
来
ら
れ
た
方
へ
の
周
知
も
含
め
て
、
ご
み
出
し
の

ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

①
ご
み
は
収
集
日
の
当
日
朝
８
時
ま
で
に
出
し
て
下

さ
い
。
 

②
決
め
ら
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
下
さ
い
。

(お
住
ま
い
の
場
所
ご
と
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所

は
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
場
所
以
外
に

は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
) 

③
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
き
れ
い
に
保
っ
て
く
だ
さ
い
。

(ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
複
数
の
人
が
利
用
し
ま
す
。
マ

ナ
ー
を
守
り
、
利
用
者
の
方
々
で
清
潔
に
保
て
る
よ

う
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
) 

④
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
、
つ
ぶ
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。
外
し
た
キ
ャ
ッ
プ
は
焼
却
ご
み

で
す
。
 

⑤
飲
料
缶
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
中
身
を
空
に
し

て
、
残
り
水
等
で
よ
く
す
す
い
で
か
ら
出
し
て
下
さ

い
。
感
染
症
対
策
の
観
点
か
ら
も
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

 
こ
れ
ら
以
外
の
出
し
方
に
つ
い
て
は
「
ご
み
の
分

け
方
・
出
し
方
」
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 環
境
課
生
活
環
境
係
 ２
―
２
２
７
０
 

 
          母

島
支
所
庶
務
係
 
３
―
２
１
１
１
 

   

防
衛
施
設
の
設
置
又
は
運
用
に
よ
っ
て
生
ず
る

様
々
な
障
害
や
周
辺
地
域
に
お
け
る
生
活
環
境
や
周

辺
地
域
の
開
発
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
「
特
定
防

衛
施
設
」
を
有
す
る
自
治
体
に
お
い
て
、
公
共
用
の

施
設
の
整
備
又
は
そ
の
地
域
の
生
活
環
境
の
改
善
、

開
発
の
円
滑
な
実
施
に
寄
与
す
る
事
業
に
対
し
、

「
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
い
て
支
払
わ
れ
る
交
付
金
で
す
。
 

小
笠
原
村
で
は
硫
黄
島
飛
行
場
が
「
特
定
防
衛
施

設
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
村
民
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
運
営
事
業
に
対
し
、
本
交
付
金
を
活
用
し
て

い
ま
す
。
 

事
業
内
容
、
交
付
額
な
ど
に
つ
い
て
は
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
財
政
課
財
政
係
 
 
２
―
３
１
１
２
 

法
律
家
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
問
題
電
話
相
談

 
行
政
相
談
会
の
中
止
に
つ
い
て

 

硫
黄
島
訪
島
事
業
の
中
止
に
つ
い
て

 

村
が
保
有
す
る
情
報
の
公
開

 

令
和
元
年
台
風

21号
被
害
に
対
す
る

支
援
金
の
報
告

 

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
使
い
方
 

に
つ
い
て

 

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付

金
事
業
に
つ
い
て
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令和 2 年度予算につきましては、第 4 次小笠原村総合計画及び、次期小笠原諸島振興開発計画に盛り込むべき事業を中心として、 

以下の事項を重点施策として予算編成を行いました。 
 
【重点項目】 

①航空路開設の推進 

   ②世界自然遺産地として自然環境の保全と活用を図るための施策の推進 

③小笠原の特色を活かした産業の振興 

④良好な生活環境のための生活基盤整備及び災害に備える防災基盤整備の充実 

⑤村民の安心と次世代の人材育成に向けた保健、福祉、医療、教育の充実 
 

 一般会計は、総額 45 億 9,282 万 5 千円で、前年度当初予算（44 億 9,776 万 4 千円）と比較すると 9,506 万 1 千円、2.1％の増となっています。 

 

 

●会計別予算額
金額（千円） 構成比（%）前年比（千円）

4,592,825 75.3 95,061

347,820 5.7 10,065
548,580 9.0 60,024

4,028 0.1 ▲ 446

76,693 1.3 2,319
194,552 3.2 9,500
280,956 4.6 62,043

21,615 0.3 ▲ 2,949
29,860 0 5,189

6,096,929 100 240,806

下水道事業特別会計
浄化槽事業特別会計
後期高齢者医療特別会計

合計

一般会計
国民健康保険特別会計
簡易水道事業特別会計

宅地造成事業特別会計
介護保険（保健事業勘定）特別会計

介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計

 

 

 
令和 2 年度 小笠原村の予算 

村税

481,481千円

10.5%

地方譲与税等

94,216千円 2.1%

国有提供施設等所在

市町村交付金

119,300千円

2.6%

地方交付税

1,411,539千円

30.7%

分担金及負担金

8,460千円 0.2%
使用料及手数料

255,046千円 5.6%

国庫支出金

377,035千円

8.2%

都支出金

1,108,449千円

24.1%

財産収入

45,189千円

1.0%

繰入金

408,977千円

8.9%

村債

213,800千円

4.7%

その他

68,775千円

1.5%

一般会計 歳入歳出

歳入

4,592,825千円

議会費

69,763千円

1.5%

総務費

1,328,891千円

28.9%

民生費

727,170千円

15.8%

衛生費

1,092,105千円

23.8%農林水産業費

283,232千円

6.2%

商工費

247,592千円

5.4%

土木費

188,491千円

4.1%

消防費

14,082千円

0.3%

教育費

285,945千円

6.2%

公債費

177,111千円

3.9%

その他

178,443千円

3.9%

歳出

4,592,825千円

【歳入の主な増減（前年度比）】 
●村税（0.3%の増） 

 前年度の課税実績から個人住民税、固定資産税、軽自動車税等の増額を見込み、

1,539千円の増額となっています。 

●地方交付税（0.1%の減） 

 すべての自治体が一定水準の行政サービスを行えるよう国が交付するものです。国の

地方財政収支見込から、前年度より1,402千円の減額となっています。 

●使用料及手数料（9.4%の減） 

 インターネット使用料、診療所収入等の収入見込により26,576千円の減額となって

います。 

●国庫支出金（0.9%の増） 

 児童福祉施設整備費、扇浦園地整備費等の増により、3,394千円の増額となっていま

す。 

●都支出金（5.8%の増） 

 農林水産業費都補助金、市町村土木費補助金の増により、61,039千円の増額となっ

ています。 

●繰入金（31.4%の増） 

 歳入不足を補うための財政調整基金繰入金からの繰入は、災害復旧事業等の財源とし

て153,518千円の増額となり、土地開発基金からの繰入金34,889千円の減額もありま

すが、97,750千円の増額となっています。 

●村債（24.7%の減） 

 村が施設建設や大規模事業を行う際に、財政上必要とする資金を外部から借り入れる

資金で、今年度は、臨時財政対策債57,300千円に加え、児童福祉施設整備債14,800千

円、コミュニティバス整備債26,600千円、観光施設整備債43,900千円、道路整備

債35,400千円及び災害復旧債35,800千円を計上しており、前年との比較では、

70,000千円の減額となっています。 

 

【歳出の主な増減（前年度比）】 
●総務費（2.6%の増） 
 主に行政運営に必要な経費です。職員住宅の改修や解体費用の負担金、簡易郵

便局事業の増額があり、前年度より33,384千円の増額となっています。 
●民生費（2.0%の増） 
 障がい者、高齢者、児童福祉等のための経費です。母島村民会館園庭遊具改修

の増額、介護保険特別会計への繰出金の増があり、前年度より14,032千円の増額

となっています。 
●衛生費（11.6%の減） 
 保健衛生や環境対策、ごみ処理等のための経費です。ごみ処理事業に係る事業

費の増額もありますが、簡易水道事業特別会計への繰出金の減や看護師住宅整備

の減が大きく、前年度より143,736千円の減額となっています。 
●農林水産業費（214.5%の増） 
 農業及び水産業振興のための経費です。漁業振興施設整備事業補助金の増額に

より、前年度より193,181千円の増額となっています。 
●商工費（79.4%の増） 
 商工業、観光事業のための経費です。園地整備事業による増額により、前年度

より109,599千円の増額となっています。 
●土木費（45.7%の減） 
 道路建設や公園整備、まちづくりのための経費です。振興開発事業による村道

整備費用の減額があり、前年度との比較では158,805千円の減額となっていま

す。 
●消防費（11.7%の減） 
 主に消防団に要する経費で、母島の可搬式ポンプの更新完了による減額があ

り、前年度より1,874千円の減額となっています。 
●教育費（5.7%の増） 
 教育の充実やスポーツ・文化の振興のための経費で、小中学校整備事業費の増

により、前年度との比較では15,317千円の増額となっています。 
●その他（104.0%の増） 
 主に令和元年台風21号による被害に対する災害復旧経費があります。令和元年

度中に実施できなかった復旧工事等について、令和2年度において実施します。

一般会計の事業費は95,245千円となっています。 
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平
成

30年
度
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
(国
保
)制

度
改
正
に
伴
い
、
小
笠
原
村
は
東
京
都
へ
国
保
事
業

費
納
付
金
の
納
付
を
行
い
ま
す
。
こ
の
国
保
事
業
費

の
算
出
根
拠
は
、
小
笠
原
村
の
過
去
３
年
度
分
の
所

得
水
準
及
び
医
療
費
水
準
で
す
。
ま
た
、
小
笠
原
村

の
医
療
費
は
、
都
内
区
市
町
村
中
１
番
低
い
で
す

が
、
今
後
も
医
療
費
が
増
加
し
な
い
よ
う
、
医
療
の

適
正
受
診
や
予
防
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
 

             ○
休
日
や
夜
間
の
不
要
な
受
診
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
 

 
休
日
に
薬
が
切
れ
て
し
ま
う
な
ど
事
前
に
わ
か
る

場
合
は
、
診
療
時
間
内
に
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

○
治
療
の
前
に
予
防
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。
 

 
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
病
気
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
す
る
た
め
に
、
年
１
回
の
健
康
診
断
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
 

小
笠
原
村
国
保
で
は
、

40歳
以
上
の
方
を
対
象

に
特
定
健
診
を
毎
年
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

(実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
村
民
だ
よ
り
に
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
) 

 
特
定
健
診
の
結
果
、
特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な

っ
た
方
は
、
自
分
の
体
の
状
況
の
把
握
と
病
気
予
防

の
た
め
、
必
ず
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
 

●
問
合
せ
先
 
 
村
民
課
住
民
係
 
２
―
３
１
１
３
 

    
国
民
健
康
保
険
は
、
社
会
保
険
等
他
の
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
、
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
 

 
た
だ
し
、
法
人
事
業
所
(株
式
会
社
や
有
限
会
社

等
)に
勤
務
し
て
い
る
場
合
、
法
人
の
代
表
者
、
役

員
、
全
て
の
正
社
員
は
、
社
会
保
険
へ
の
加
入
を
法

律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
法
人
事
業
所
の

方
は
、
社
会
保
険
へ
の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
 
村
民
課
住
民
係
 
２
―
３
１
１
３
 

 
港
年
金
事
務
所
 
０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
４
月
か
ら
就
職
に
よ

り
社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、
国
民
健
康
保
険
証

の
返
却
と
国
民
健
康
保
険
脱
退
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
社
会
保
険
を
脱
退
し
た
方
は
、
国

民
健
康
保
険
の
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
医
療

保
険
は
、
自
動
的
に
は
変
更
し
ま
せ
ん
。
必
ず
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
 
村
民
課
住
民
係
 
２
―
３
１
１
３
 

   
５
月
は
、
固
定
資
産
税
（
第
１
期
）
お
よ
び
軽
自

動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
期
で
す
。
 

 
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
６
月
１
日
(月
)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
財
政
課
税
務
係
 
２
―
３
１
１
２
 

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
に
つ
い
て

 
国
民
健
康
保
険
加
入
中
の
法
人
事
業

所
の
方
へ

 

国
民
健
康
保
険
の
脱
退
お
よ
び
加
入

に
つ
い
て

 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
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次
に
掲
げ
る
軽
自
動
車
な
ど
の
う
ち
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
は
、
申
請
期
限
内
に
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
、
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
を
減
免
し
ま

す
。
 

〇
社
会
福
祉
法
人
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る

団
体
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
で
、
村
長
が
そ
の

活
動
に
公
益
性
を
認
め
る
団
体
が
、
そ
の
活
動
の
た

め
に
専
ら
使
用
す
る
も
の
 

〇
生
活
保
護
受
給
者
が
使
用
す
る
軽
自
動
車
な
ど

で
、
村
長
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
 

〇
天
災
そ
の
他
特
別
な
事
情
が
あ
る
と
村
長
が
認
め

る
も
の
 

〇
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
身
体
障
が
い
者
の
方
な

ど
の
移
動
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
る
軽
自
動
車
な
ど
 

【
申
請
期
限
】
６
月
１
日
（
月
）
ま
で
 

【
申
請
場
所
】
財
政
課
税
務
係
、
母
島
支
所
 

【
そ
の
他
】
減
免
要
件
や
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 財
政
課
税
務
係
 
 
２
―
３
１
１
２
 

        【
募
集
対
象
】
 

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
６
月
１
日
か
ら
令
和

３
年
（
２
０
２
１
年
）
５
月

31日
ま
で
に
発
生
し

た
あ
き
家
住
宅
へ
の
入
居
者
 

【
申
込
資
格
】
 

申
込
日
現
在
、
次
の
項
目
の
全
て
に
当
て
は
ま
る

方
。
 

一
 
申
込
者
本
人
が
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
こ
と
。
 

ア
 
旧
島
民
（
昭
和

19年
３
月

31日
に
小
笠
原

に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
昭
和

43年
６
月

25日
に

小
笠
原
諸
島
以
外
の
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い

た
方
。
以
下
同
じ
。）

で
、
小
笠
原
諸
島
に
永
住
を

希
望
す
る
方
。
 

イ
 
旧
島
民
の
父
母
、
配
偶
者
（
届
出
を
出
し
て

い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ

る
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
並
び
に
子
及
び
孫

並
び
に
こ
れ
ら
の
配
偶
者
で
、
小
笠
原
諸
島
に
永
住

を
希
望
す
る
方
。
 

ウ
 
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
方
。
 

二
 
独
立
の
生
計
を
営
ん
で
い
る
方
。
 

三
 
同
居
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
者
が
い
る
方
。
 

四
 
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
。
ま
た
は
住
宅
に
困

窮
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
方
。
 

五
 
「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
」
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
方
。

（
同
居
者
及
び
同
居
し
よ
う
と
す
る
者
を
含
む
。）

 

【
募
集
案
内
の
配
布
期
間
】
 

５
月

18日
（
月
）
か
ら
６
月
５
日
（
金
）
ま
で

の
開
庁
日
。（
午
前
８
時

30分
か
ら
正
午
ま
で
、
午

後
１
時

30分
か
ら
４
時

30分
ま
で
。）

 

【
募
集
案
内
配
布
場
所
】
 

○
小
笠
原
支
庁
土
木
課
 

○
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
 

※
小
笠
原
支
庁
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。
 

【
申
込
受
付
期
間
】
 

５
月

25日
（
月
）
か
ら
６
月
５
日
（
金
）
ま
で

の
開
庁
日
。（
午
前
８
時

30分
か
ら

11時

30分
ま

で
、
午
後
１
時

30分
か
ら
４
時

30分
ま
で
。）

 

※
郵
送
の
場
合
は
６
月
３
日
（
水
）
消
印
有
効
。
 

●
問
合
せ
先
 
支
庁
土
木
課
住
宅
担
当
 

 
２
―
２
１
６
９
 

   

東
京
都
小
笠
原
諸
島
生
活
再
建
資
金
の
貸
付
利
率

（
農
業
資
金
、
漁
業
資
金
、
住
宅
資
金
、
生
活
資

金
）
が
４
月
１
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
 

 
貸
付
利
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
変
更
前

に
借
り
受
け
ま
た
は
貸
付
決
定
さ
れ
た
資
金
の
利
率

に
つ
い
て
は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
 

         ●問
合
せ
先
 
支
庁
産
業
課
商
工
担
当
 

２
―
２
１
２
２
 

  

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談
 

【
実
施
日
程
】
５
月

22日
（
金
）
 

【
実
施
時
間
】
午
前

10時
～
正
午
 

（
１
件
あ
た
り
概
ね

20分
枠
）
 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
事
前
予
約
受
付
番
号
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５
 

●
当
日
相
談
電
話
番
号
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７
 

        
２
０
１
９
年
度
に
発
行
し
た
ク
ー
ポ
ン
券
に
は
有

効
期
限
が
２
０
２
０
年
３
月
と
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
２
０
２
１
年
３
月
ま
で
有
効
期
限
を
延
長
し
ま

す
。
お
持
ち
の
ク
ー
ポ
ン
券
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ご
自
身
と
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち

ゃ
ん
を
守
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
抗
体
検

査
と
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
２
―
３
９
３
９
 

  

５
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
 

【
父
島
】
 

《
日
時
》
５
月
７
日
（
木
）
 

午
後
２
時

30分
～
４
時
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

【
母
島
】
 

《
日
時
》
５
月
７
日
（
木
）
 

午
後
３
時

30分
～
４
時
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
 

○
接
種
可
能
予
防
接
種
（
予
約
不
要
）
 

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
 

※
そ
の
他
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
２
―
３
９
３
９
 

 
 
 
 
 
 
 
 
母
島
支
所
 
３
―
２
１
１
１
 

   
対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、

10か
月
、
１
歳

６
か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児
 

【
日
時
】
５
月

14日
（
木
）
 

受
付
時
間
：
午
後
２
時
～
３
時

30分
 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
 

＊
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（
役
場
で
体
重
測
定
の
み
行
い
ま
す
）
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
２
―
３
９
３
９
 

 

軽
自
動
車
税
(種

別
割
)の

減
免

 

東
京
都
小
笠
原
住
宅
（
父
島
一
般
世
帯

向
け
）
の
あ
き
家
入
居
者
募
集
 

生

活

資

金

変

更

後

の

貸

付

利

率

0

.

4

%

1

.

1

9

%

0

.

7

1

%

0

.

1

%

0

.

1

%

資

金

名

住

宅

資

金

商

工

業

資

金

漁

業

資

金

農

業

資

金
東
京
都
小
笠
原
諸
島
生
活
再
建
資
金

貸
付
利
率
の
改
正
 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
 

風
し
ん
抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
ク

ー
ポ
ン
券
に
つ
い
て

 

定
期
予
防
接
種

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（
父
島
）
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お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？
 

当
日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母

子
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要
で

す
。
 

【
対
象
者
】
０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児
 

【
日
時
】
５
月

19日
（
火
）
 

受
付
時
間
：
午
前

10時
～

10時

30分
 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー

ム
 

＊
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
影
響
に
よ
り
、
変
更

が
生
じ
た
場
合
は
、
掲
示
板
等
に
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
 
 
 
母
島
支
所
 
３
―
２
１
１
１
 

  

栄
養
士
と
旬
の
食
材
を
使
っ
た
離
乳
食
を
作
り
ま

す
。
ま
た
、
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
 

事
前
に
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
お
お
よ
そ
４
か
月
～

12か
月
の
お
子

様
と
保
護
者
 

【
日
時
】
５
月

25日
（
月
）
 

午
前

10時
～

11時

30分
 

集
合
場
所
 
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 
調
理
室
 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
、
母

子
手
帳
 

＊
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
影
響
に
よ
り
、
変
更

が
生
じ
た
場
合
は
、
福
祉
係
よ
り
ご
連
絡
い
た
し
ま

す
。
 

●
予
約
・
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 

２
―
３
９
３
９
 

       

      
５
月
に
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
、
眼
科
及
び

耳
鼻
咽
喉
科
専
門
診
療
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
 

な
お
、

11月
に
実
施
予
定
の
眼
科
及
び
耳
鼻
咽

喉
科
専
門
診
療
は
、
実
施
に
向
け
て
調
整
中
で
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
診
療
所
 
２
―
３
８
０
０
 

 
 
 
 
 
 
母
島
診
療
所
 
 
 
３
―
２
１
１
５
 

  

小
笠
原
村
立
有
料
老
人
ホ
ー
ム
『
太
陽
の
郷
』
で

は
随
時
、
入
居
の
希
望
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

『
太
陽
の
郷
』
に
て
「
老
人
ホ
ー
ム
 
入
居
申
請

連
絡
書
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
上
、
診
療
所
又
は
太
陽
の
郷
ま
で
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
 

 
ホ
ー
ム
の
居
室
が
空
い
た
時
点
で
連
絡
し
、
再
度

入
居
の
意
思
を
ご
確
認
後
、「
老
人
ホ
ー
ム
入
居
申

請
書
」
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
の
で
ご
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
後
日
、
入
居
審
査
会
を
開
催
し
入
居
の
決
定
を
行

い
ま
す
。
 

＊
入
居
審
査
会
で
は
、
介
護
度
お
よ
び
身
体
・
生
活

環
境
・
緊
急
性
等
を
考
慮
し
入
居
を
決
定
い
た
し
ま

す
。
 

【
有
料
老
人
ホ
ー
ム
太
陽
の
郷
】
 

 
村
立
有
料
老
人
ホ
ー
ム
『
太
陽
の
郷
』
は
、
生
活

支
援
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
つ
い
た
高
齢
者
向
け
介
護
施

設
で
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
入
居
者
の
選
択
に
よ

り
村
内
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
ホ

ー
ム
の
居
室
で
生
活
で
き
ま
す
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
で
対
応
で
き
な
い
場
合
等
は
ホ
ー
ム
職
員
に
よ
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

＊
入
居
の
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

・
村
内
に
居
住
し
て
い
る
者
（
お
お
む
ね

10年
以

上
）
 

・

65歳
以
上
の
者
で
介
護
保
険
法
第
１
９
条
第
１

号
の
規
定
に
よ
り
要
介
護
者
に
該
当
す
る
こ
と
及
び

そ
の
該
当
す
る
要
介
護
状
態
区
分
に
つ
い
て
、
市
町

村
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
 

・
村
長
が
必
要
と
認
め
た
者
（
居
宅
に
お
い
て
介
護

が
困
難
な
ど
ホ
ー
ム
に
お
い
て
介
護
を
受
け
る
必
要

性
が
高
い
者
）
 

 
そ
の
他
、
詳
細
に
関
し
て
は
、
次
の
連
絡
先
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
る
か
小
笠
原
村
診
療
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
診
療
所
 
２
―
３
８
０
０
 

 
 
小
笠
原
村
立
有
料
老
人
ホ
ー
ム
太
陽
の
郷
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
８
８
１
 

                          

  

５
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２
─
２
１
１
１
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
（
 
）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。
 

                                

母
島
乳
幼
児
計
測
会

 

育
児
学
級
（
離
乳
食
）
父
島

 

５
月
専
門
診
療
の
中
止

 

老
人
ホ
ー
ム
入
居
の
申
請
に
つ
い
て

 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 15,928 等級 大人 小人

49,500 42,350 24,750 (+0) 4,420 2,210

(+0) (+0) (+0) 14,828 (+470) (+230)

35,750 28,600 17,880 (+0) 5,310 2,660

(+0) (+0) (+0) 13,640 (+570) (+290)

26,930 21,550 13,470 (+0) 等級 A(6名用) B(4名用)

(+0) (+0) (+0) 1,596

23,640 18,920 11,820 (+0)

(+0) (+0) (+0) 1,188 9,056

等級 村民 村民小人 身障者 (+0) (+608)

40,570 20,290 24,750 8,490

(+0) (+0) (+0) (+570)

26,820 13,410 17,880 7,924

(+0) (+0) (+0) (+532)

20,200 10,100 13,470 907

(+0) (+0) (+0) (+61)

17,730 8,870 11,820 684

(+0) (+0) (+0) (+46)

5月の燃料油価格変動調整金

お

が

さ

わ

ら

丸

旅

客

運

賃

貨

物

運

賃

1等品
小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

(

3

4

5

1

)

5

1

7

1

は

は

じ

ま

丸

旅

客

運

賃

伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3

(

3

4

5

5

)

3

0

9

0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引

2等往復
3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
特別室 5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨

物

運

賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

○ 一人あたりの月額料金

要介護 １ 要介護 ２ 要介護 ３ 要介護 ４ 要介護 ５

（1）介護サービス利用料 17,130円 19,230円 21,330円 23,400円 25,530円

（2）居住費

（3）管理費

（4）食　費

入居利用料 （1）～（4）の合算額

利用料区分
要介護状態区分

26,000円

26,000円

1食500円
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◎
お
が
さ
わ
ら
丸
、
は
は
じ
ま
丸
の
運
航
変
更
に
つ

い
て
 

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、
政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
お
よ
び
小
笠
原
村
の
来

島
自
粛
要
請
に
伴
い
、
お
が
さ
わ
ら
丸
、
は
は
じ
ま

丸
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
の
ダ
イ
ヤ
を
一
部

変
更
し
て
運
航
い
た
し
ま
す
。
 

                          ◎
夏
期
乗
船
券
の
島
民
優
先
発
売
に
つ
い
て
 

島
民
の
皆
さ
ま
の
乗
船
枠
は
十
分
ご
用
意
し
て
い

ま
す
が
、
夏
休
み
に
上
京
予
定
の
方
は
、
乗
船
券
を

お
早
め
に
ご
予
約
ま
た
は
ご
購
入
お
願
い
し
ま
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

島
民
の
皆
さ
ま
限
定
で
、
次
の
表
の
と
お
り
優
先

発
売
を
承
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

                 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
海
運
㈱
父
島
営
業
所
 
 

２
―
２
１
１
１
 

東
京
島
し
ょ
農
協
母
島
店
  ３
―
２
３
３
１
 

      
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
㈱
で
は
、
職
業
別
・

50
音
別
電
話
帳
「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
＆
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
」

と
、
防
災
・
減
災
に
役
立
つ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
掲
載
し

た
別
冊
「
防
災
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
」
を
６
月
に
発
行
い

た
し
ま
す
。
 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
を
ご
契
約
の
方
に
は
こ
れ
ま
で
通
り

直
接
メ
ー
ル
便
に
て
配
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
の
方
に
つ
い
て
は
窓
口
配
布
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
 

配
備
場
所
：
小
笠
原
村
役
場
・
母
島
支
所
 

配
備
時
期
：
５
月
中
旬
（
予
定
）
 

●
問
合
せ
先
 
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
㈱
 

 
０
１
２
０
―
７
８
８
２
２
３
 

      【
世
界
自
然
遺
産
 小
笠
原
の
普
遍
的
価
値
】
 

世
界
遺
産
と
は
、
地
球
の
生
成
と
人
類
の
歴
史
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
遺
跡
、
景
観
、
自
然
な
ど

で
、
過
去
か
ら
未
来
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
べ
き
人

類
共
通
の
宝
物
で
す
。
 

海
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
た
島
々
か
ら
な
る
小
笠
原

で
は
、
独
自
の
進
化
を
と
げ
た
多
く
の
固
有
の
生
き

も
の
や
、
そ
れ
ら
が
織
り
な
す
独
自
の
「
生
態
系
」

が
、
生
物
の
進
化
を
示
す
典
型
的
な
見
本
（
特
に
カ

タ
ツ
ム
リ
や
植
物
）
と
し
て
、
世
界
的
な
価
値
を
持

つ
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
平
成

23年
６
月
、
世
界
自

然
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
 

【
小
笠
原
の
自
然
を
守
る
た
め
に
】
 

小
笠
原
在
来
の
生
き
も
の
は
外
来
種
の
影
響
に
よ

る
環
境
の
変
化
に
弱
く
、
こ
の
よ
う
な
生
き
も
の
を

守
る
た
め
、
関
係
行
政
機
関
等
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

そ
し
て
、
同
機
関
の
取
組
に
限
ら
ず
、
村
民
の
皆

さ
ま
に
も
、
お
願
い
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

【
内
地
か
ら
小
笠
原
に
戻
る
と
き
は
】
 

○
小
笠
原
の
自
然
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ

る
植
物
や
動
物
を
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

○
持
ち
込
む
つ
も
り
は
な
く
て
も
、
土
に
紛
れ
て
持

ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
土
付
き
の
苗

を
持
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
靴
底
に
泥
が
つ

い
て
い
た
ら
、
出
発
前
に
落
と
し
た
り
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
 

※
土
付
き
の
苗
木
な
ど
を
父
島
及
び
イ
エ
シ
ロ
ア
リ

生
息
地
域
（
沖
縄
・
九
州
か
ら
関
東
の
太
平
洋
側
を

中
心
と
し
た
地
域
）
か
ら
、
母
島
に
持
ち
込
む
こ
と

は
、
村
の
「
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
条
例
」
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

【
他
の
島
に
行
く
と
き
は
】
 

父
島
で
は
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ヤ
リ
ガ
タ
リ
ク
ウ
ズ

ム
シ
と
い
う
外
来
の
プ
ラ
ナ
リ
ア
に
よ
っ
て
、
固
有

の
カ
タ
ツ
ム
リ
が
激
減
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昆
虫

類
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
る
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
が

父
島
・
母
島
・
兄
島
か
ら
他
の
島
へ
侵
入
・
拡
散
す

る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
す
。
 

○
衣
服
、
手
荷
物
な
ど
に
外
来
植
物
の
種
が
付
着

し
、
他
の
島
へ
侵
入
・
拡
散
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ポ
ケ
ッ
ト
や
カ
バ
ン
の
中
を
確
認
し
、
取

り
除
き
ま
し
ょ
う
。
 

○
泥
の
中
に
は
プ
ラ
ナ
リ
ア
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
靴
や
サ
ン
ダ
ル
の
泥
を
確
実
に

落
と
し
て
か
ら
出
発
し
ま
し
ょ
う
。
 

○
船
や
カ
ヤ
ッ
ク
、
荷
物
の
中
な
ど
に
生
き
も
の
が

入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
出
発
前

に
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。
 

【
小
笠
原
で
生
き
も
の
を
飼
う
と
は
】
 

ペ
ッ
ト
は
私
た
ち
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
が
、

飼
い
主
か
ら
離
れ
野
生
に
放
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
人

へ
の
危
害
や
生
活
環
境
、
貴
重
な
生
態
系
へ
の
悪
影

響
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

○
イ
ヌ
・
ネ
コ
は
役
場
で
登
録
し
ま
し
ょ
う
。
 

○
適
正
な
頭
数
で
、
さ
い
ご
ま
で
大
切
に
飼
い
ま
し

ょ
う
。
 

○
む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

○
無
責
任
に
捨
て
な
い
、
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
 

○
放
し
飼
い
は
せ
ず
、
室
内
や
工
夫
さ
れ
た
ケ
ー
ジ

で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
 

○
移
動
や
散
歩
の
際
は
、
リ
ー
ド
・
ケ
ー
ジ
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

○
日
頃
か
ら
ペ
ッ
ト
の
健
康
管
理
や
身
元
確
認
、
し

つ
け
を
き
ち
ん
と
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

○
動
物
に
限
ら
ず
植
木
・
水
草
な
ど
も
野
外
に
捨
て

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
意
識
し
、
行
動
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
小
笠
原
の
貴
重
な
自
然
を
守
れ
る
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 環
境
課
自
然
環
境
係
 ２
―
２
２
７
０
 

月日 曜日 父島発 ⺟島着 ⺟島発 父島着 父島発 ⺟島着 ⺟島発 父島着 月日 曜日 父島着 父島発 父島着 父島発

7:30 9:30 10:30 12:30

13:30 15:30 16:00 18:00

5/1 (金) 14:00 16:00 5/1 (金)

5/2 (土) 7:30 9:30 14:00 16:00 7:30 9:30 14:00 16:00 5/2 (土)

7:30 9:30 10:30 12:30

13:30 15:30 16:00 18:00

5/4 (月) 7:30 9:30 14:00 16:00 5/4 (月)

5/5 (火) 7:30 9:30 14:00 16:00 7:30 9:30 14:00 16:00 5/5 (火)

7:30 9:30 10:00 12:00

14:00 16:00

5/7 (木) 14:00 16:00 15:00 17:00 5/7 (木)

5/8 (金) 7:30 9:30 14:00 16:00 7:30 9:30 14:00 16:00 5/8 (金)

7:30 9:30 10:30 12:30

13:30 15:30 16:00 18:00

※ 父島出港時刻は15:30となります。

14:005/9 (土) 7:30 9:30 12:00

運   休

5/6 (水) 12:00 14:00

5/3 (日) 7:30 9:30 12:00 14:00

4/30 (木)

5/6 (水)

運   休

新 旧

12:00 14:00 4/30 (木)

5/3 (日)

11:00

新 旧

父島停泊 東京着

父島停泊

父島停泊

※

15:30
5/9 (土)

東京発

11:00 15:30

11:00

父島停泊

※

15:30

ははじま丸 おがさわら丸

11:00 15:30

東京着

東京発

11:00 15:30

東京着

東京発

11:00 15:30

東京着

東京発

令
和
２
年
度
版
「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
＆
ハ

ロ
ー
ペ
ー
ジ
」
及
び
別
冊
「
防
災
タ
ウ

ン
ペ
ー
ジ
」
の
配
布
に
つ
い
て
 

新
し
く
小
笠
原
村
の
村
民
と
な
ら
れ

た
方
々
へ

 

・予約は来社または電話でのみ承ります（インターネット予約は不可） 

・優先発売期間中は島民以外の同時予約及び同室、隣席希望は承れません 

・島民の方も5/28以降は満室の場合キャンセル待ちとなります 

・混雑緩和のため、予約は一名につき３家族までとさせていただきます 

備 考 発売日 乗船日 区分

5/26〜5/27の2⽇間に限り 7/15東京発から

優先発売（片道・往復）※1 8/29父島発まで

7/15東京発から

8/1父島発まで

8/4東京発から

8/22父島発まで

島⺠割引(医療・島学・在島

障がい者含)に限る

島

⺠

5/28より⼀⻫発売

6/9より⼀⻫発売

一

般

※１の発売⽇以降の島⺠も

同様
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父
島
で
は
５
月
～
６
月
の
夜
間
に
、
多
く
の
イ
エ

シ
ロ
ア
リ
（
羽
ア
リ
）
の
飛
来
が
あ
り
ま
す
。
 

羽
ア
リ
は
新
た
な
巣
を
作
る
た
め
に
電
灯
な
ど
の

光
に
向
か
っ
て
飛
び
、
平
成
初
期
に
は
生
息
密
度
が

高
か
っ
た
た
め
、
外
に
出
ら
れ
る
状
態
で
は
な
い

程
、
多
く
の
羽
ア
リ
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
羽
ア
リ
は
サ
ッ
シ
の
隙
間
か
ら
で
も
入
っ
て

く
る
た
め
、
電
気
を
消
し
て
凌
ぐ
時
も
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
様
な
生
活
へ
の
支
障
と
、
家
屋
へ
の
甚
大
な

被
害
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
小
笠
原
村
で
は
平
成

４
年
か
ら
集
落
周
辺
の
樹
木
に
潜
む
イ
エ
シ
ロ
ア
リ

の
巣
の
探
査
と
駆
除
を
行
い
、
家
屋
の
防
蟻
処
理
も

同
時
に
進
め
る
事
で
、
現
在
で
は
羽
ア
リ
の
大
発
生

や
家
屋
被
害
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

一
方
で
対
策
の
手
を
緩
め
る
と
元
の
状
態
に
戻
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
関
係
機
関
で
あ
る
国
や

東
京
都
と
共
に
さ
ら
に
効
率
的
な
駆
除
方
法
な
ど
を

模
索
し
、
よ
り
住
み
や
す
い
環
境
と
な
る
よ
う
全
力

で
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

 
環
境
課
生
活
環
境
係
 
２
―
２
２
７
０
 

 
 
 
   母

島
支
所
庶
務
係
 
 
３
―
２
１
１
１
 

    

先
般
の
緊
急
事
態
宣
言
を
踏
ま
え
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
会
場
で
行
っ
て
い
た
利
用
講
習
を
、

講
習
資
料
等
を
配
付
し
各
自
で
受
講
し
て
い
た
だ
く

講
習
へ
と
一
時
的
に
変
更
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票

等
の
提
出
を
持
っ
て
講
習
修
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
し
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有

林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
、

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
利
用
講
習
会
を
前
段
の
と
お
り
講
習
資
料
等
配

付
へ
変
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
、
講
習
資
料

配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
講
習
申
込
み
締
切
日
ま

で
に
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
入
林
許
可
書
及
び
年
間
パ
ス
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等
を
提
出
い
た
だ
い

て
か
ら
交
付
と
な
り
ま
す
。
 
 

１
 村

民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定

ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
簡
易
講
習
）
 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
講
習
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。
 

２
 調

査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
す
る

方
（
調
査
研
究
講
習
）
 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研

究
、
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
、
簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の

各
自
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。
 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。
 

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
利
用
を
希
望
さ

れ
る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
 

※
今
後
の
１
、
２
の
事
務
の
流
れ
は
次
の
と
お
り
と

し
ま
す
。
 

①
受
講
希
望
者
は
締
切
日
ま
で
に
電
話
に
て
申
込
み
 

②
講
習
資
料
を
郵
送
に
て
送
付
 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

を
記
載
し
郵
送
 

④
講
習
修
了
書
・
入
林
許
可
書
・
年
間
パ
ス
又
は
腕

章
の
交
付
。
 

◎
父
島
講
習
申
込
み
締
切
日
 

【
締
切
日
】
５
月

20日
（
水
）
 

◎
母
島
講
習
申
込
み
締
切
日
 

【
締
切
日
】
５
月

20日
（
水
）
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン

タ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ２
―
３
４
０
３
 

   

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
笠
原
諸
島

世
界
自
然
遺
産
の
価
値
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
小

笠
原
固
有
の
カ
タ
ツ
ム
リ
や
昆
虫
の
生
体
展
示
の

他
、
世
界
遺
産
地
域
内
で
行
わ
れ
て
い
る
取
組
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
 

【
開
館
日
】
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中
 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
現
在
臨
時
休

館
中
で
す
。
詳
細
は
小
笠
原
自
然
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
 

２
―
７
１
７
４
 

  

５
月
の
開
館
日
：
５
月
７
日
～

17日
、
お
が
さ

わ
ら
丸
入
港
日
～
出
港
日
（
予
定
）
 

開
館
時
間
：
午
前
８
時

30分
～
午
後
５
時
 

【
特
別
展
】
 

■
本
館
 
 

「
く
じ
ら
展
～
小
笠
原
の
海
の
大
き
な
仲
間
た
ち
」
 

開
催
中
 

 
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
（
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
）、

マ
ッ
コ
ウ
ク

ジ
ラ
（
ハ
ク
ジ
ラ
）
の
違
い
、
大
き
さ
、
小
笠
原
海

域
で
の
最
近
の
鯨
類
の
報
告
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。
 

■
新
館
 
 

「
小
笠
原
地
名
展
２
０
２
０
～
島
を
巡
っ
て
由
来
を

知
ろ
う
」
５
月
７
日
よ
り
開
催
予
定
 

ボ
ニ
ン
・
小
笠
原
・
父
島
・
母
島
…
小
笠
原
の
地

名
は
、
歴
史
の
中
で
ど
の
よ
う
に
命
名
さ
れ
、
ど
う

変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
を
写
真
な
ど
を
ま
じ
え
て
展

示
し
て
い
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
 
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
 
 

２
―
３
０
０
１
 

     

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
 
そ
の

228 

 

―
カ
メ
の
足
音
―
 

  
４
月
上
旬
、
南
島
に
カ
メ
の
足
跡
が
残
っ
て
い
る

と
い
う
情
報
が
入
り
ま
し
た
。
時
期
が
早
く
は
な
い

か
、
と
い
う
気
持
ち
で
早
速
現
地
に
向
か
い
、
上
陸

し
て
み
る
と
、
白
い
砂
浜
に
は
確
か
に
「
ハ
の
字
」

の
足
跡
が
刻
ま
れ
、
そ
の
先
に
は
柔
ら
か
な
砂
の
山

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
付
近
を
調
べ
て
み
る
と
、
砂

の
中
か
ら
白
い
卵
が
。
例
年
よ
り
も
早
い
、
ア
オ
ウ

ミ
ガ
メ
の
繁
殖
活
動
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。
 

 
気
温
が
日
に
日
に
上
が
り
、
暖
か
く
な
る
こ
の
時

期
、
小
笠
原
の
海
は
カ
メ
た
ち
で
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
す
。
海
岸
付
近
に
は
オ
ス
と
メ
ス
が
集
結
し
、

の
ん
び
り
と
放
浪
し
て
い
た
り
、
時
に
は
オ
ス
が
メ

ス
の
上
に
乗
り
、
交
尾
を
し
て
い
ま
す
。
ど
れ
も
海

面
付
近
で
行
わ
れ
る
た
め
、
そ
の
様
子
は
浜
辺
か
ら

も
容
易
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

 
活
動
が
活
発
と
な
る
に
伴
い
、
も
し
も
海
の
中
や

砂
浜
で
ウ
ミ
ガ
メ
に
出
会
い
ま
し
た
ら
、
次
の
３
つ

の
事
に
つ
い
て
、
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

①
「
ウ
ミ
ガ
メ
を
光
で
照
ら
さ
な
い
」
 

 
産
卵
の
た
め
に
上
陸
し
た
カ
メ
を
照
ら
す
と
、
驚

い
て
海
へ
帰
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ラ
イ
ト
は
足
元
の

み
照
ら
し
、
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
は
オ
フ
に
し
ま

し
ょ
う
。
 

②
「
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
つ
け
て
も
追
い
か
け
な
い
」
 

 
も
し
も
視
界
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
ら
そ
の
場
か
ら

不
快
で
住
宅
被
害
の
大
き
い
イ
エ
シ

ロ
ア
リ

 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
 

入
林
簡
易
講
習
会
（
父
島
・
母
島
）
 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
 

お
知
ら
せ
 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ
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動
か
ず
、
カ
メ
が
通
り
過
ぎ
る
の
を
待
ち
、
少
し
離

れ
て
後
ろ
か
ら
見
守
っ
て
あ
げ
て
下
さ
い
。
 

③
「
ウ
ミ
ガ
メ
に
は
触
ら
な
い
」
 

 
ウ
ミ
ガ
メ
に
触
れ
る
に
は
特
別
な
許
可
が
必
要
で

す
。
卵
も
同
様
で
、
掘
り
返
す
な
ど
を
し
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
ル
ー
ル
を
守
り
、
カ
メ
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
海
岸
作
り
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

―
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
―
 

 
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

２
―
２
８
３
０
 

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー
) 
Ｈ
Ｐ
 
https://bonin-ocean.net 

 「
商
業
捕
鯨
再
開
後
初
の
排
他
的
経
済
水
域
南
東
部

で
の
ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ
の
捕
鯨
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
」
 

 

昨
年
７
月
、

31年
ぶ
り
に
日
本
の
商
業
捕
鯨
が

再
開
さ
れ
ま
し
た
。
操
業
海
域
は
、
日
本
の
領
海
と

排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
に
限
ら
れ
て
お
り
、

ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ
、
イ
ワ
シ
ク
ジ
ラ
、
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ

が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
捕
れ
る
だ

け
捕
る
わ
け
で
は
な
く
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た

捕
獲
枠
が
算
出
さ
れ
て
お
り
、
令
和
２
年
の
母
船
式

捕
鯨
に
つ
い
て
は
、
ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ
１
５
０
頭
、
イ

ワ
シ
ク
ジ
ラ

25頭
、
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ

20頭
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
南
東
部
（
小

笠
原
諸
島
の

20海
里
以
遠
の
海
域
）
で
主
対
象
と

な
っ
て
い
る
の
は
ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ
で
あ
り
、
令
和
２

年
２
月

28日
か
ら
３
月

22日
ま
で
の
間
、
２
隻
の

船
（「

日
新
丸
」
と
「
勇
新
丸
」）

に
よ
る
母
船
式
捕

鯨
の
操
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
 

操
業
を
行
っ
た
共
同
船
舶
株
式
会
社
か
ら
の
報
告

に
よ
る
と
、
３
月
３
日
に
１
頭
目
が
捕
獲
さ
れ
、
約

１
か
月
間
で
の
べ

20頭
の
ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ
を
捕
獲

し
た
と
の
こ
と
。
ま
た
、
今
回
の
操
業
中
、
高
密
度

で
ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ
が
分
布
す
る
海
域
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
戦
後
、
小
笠
原
で
母
船
式
捕
鯨
が
実
施
さ
れ

て
い
た
際
に
主
な
漁
場
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
小
笠

原
群
島
南
東

50～
１
０
０
海
里
の
場
所
で
し
た

（
三
木
 １
９
８
９
）。
今
回
も
そ
の
辺
り
が
漁
場
に

な
る
と
予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
う
や
ら
、
別
の
場

所
に
漁
場
が
形
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
時
期
的

な
も
の
な
の
か
、
海
洋
環
境
が
変
化
し
て
い
る
の

か
、
ク
ジ
ラ
の
気
分
な
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
よ
う
な
情
報
も
大
変
貴
重
な
デ
ー
タ
と
な
る
で

し
ょ
う
。
今
後
、
５
月
以
降
に
も
Ｅ
Ｅ
Ｚ
内
で
の
母

船
式
捕
鯨
の
操
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
 

                    【
参
考
文
献
】
三
木
誠
「
小
笠
原
の
捕
鯨
の
歴
史
」

（
１
９
８
９
）
海
洋
と
生
物
６
３
 

●
問
合
せ
先
 
 一
般
社
団
法
人
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
   

 
 
 
 
２
ー
３
２
１
５
 

   

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ
  

第
六
十
一
貝
「
マ
イ
マ
イ
の
う
●
ち
」
 

  
マ
イ
マ
イ
型
の
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
を
し
て
い
た
数
年

前
、「

う
●
ち
」
と
誤
解
さ
れ
て
子
供
た
ち
に
笑
わ

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
う
ん
●
は
マ
イ
マ
イ

を
よ
く
表
し
て
い
る
。
 

 
コ
ー
ヒ
ー
の
木
の
葉
に
残
さ
れ
た
真
黄
色
な
糞
を

見
た
研
究
者
が
、
さ
び
病
菌
に
侵
さ
れ
た
葉
を
よ
く

食
べ
る
マ
イ
マ
イ
が
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
葉

を
食
べ
る
害
虫
と
さ
れ
て
き
た
マ
イ
マ
イ
だ
が
、
コ

ー
ヒ
ー
栽
培
の
大
敵
と
な
る
さ
び
病
を
抑
制
す
る
の

に
一
役
買
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
（
Hajian‐

Forooshani et al, 2020）。
 

子
供
の
こ
ろ
に
よ
く
遊
ぶ
よ
う
に
、
マ
イ
マ
イ
は

ニ
ン
ジ
ン
を
食
べ
さ
せ
る
と
ニ
ン
ジ
ン
色
、
キ
ュ
ウ

リ
を
食
べ
さ
せ
る
と
キ
ュ
ウ
リ
色
の
糞
を
す
る
。
私

た
ち
は
保
護
し
て
い
る
カ
タ
マ
イ
マ
イ
た
ち
の
糞
の

色
や
水
分
状
態
か
ら
摂
食
状
況
や
健
康
状
態
を
確
認

し
て
い
る
。
野
生
個
体
か
ら
採
取
し
た
糞
の
遺
伝
子

情
報
が
あ
れ
ば
野
生
下
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー
を
知
る
こ

と
も
で
き
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
。
糞
は
私
た
ち
が

マ
イ
マ
イ
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
情
報
収
集
ツ
ー
ル

な
の
で
あ
る
。
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
動
物
園
で
保
護
増
殖

が
進
め
ら
れ
て
い
る
ポ
リ
ネ
シ
ア
マ
イ
マ
イ
で
は
親

世
代
の
糞
を
集
め
て
幼
貝
に
食
べ
さ
せ
る
。
腸
内
細

菌
を
受
け
継
が
せ
る
た
め
で
あ
る
。
糞
は
マ
イ
マ
イ

の
世
代
間
を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
で
も
あ
る
の
だ
。
 

 

         

人
間
の
赤
ち
ゃ
ん
に
対
し
て
も
、
便
の
様
子
か
ら

健
康
状
態
を
は
か
る
こ
と
を
最
近
知
っ
た
。
排
泄

物
、
と
考
え
る
と
目
を
そ
む
け
た
く
な
る
こ
と
も
あ

る
が
、
そ
の
生
物
の
体
内
を
く
ぐ
り
抜
け
て
現
れ
た

情
報
の
塊
、
と
考
え
る
と
、
輝
い
て
見
え
る
。「
凝

縮
さ
れ
た
情
報
の
塊
が
頭
に
乗
っ
て
い
る
ね
」
と
言

わ
れ
た
と
考
え
る
と
、
喜
ぶ
べ
き
こ
と
だ
っ
た
か
。
 

【
文
】
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
・
森
英
章
【
イ
ラ

ス
ト
】
橋
本
愛
【
参
考
文
献
】
Hajian‐

Forooshani, Z., Vandermeer, J., & 

Perfecto, I. (2020). Ecology, e02966. 

 ●
問
合
せ
先
 
 
教
育
委
員
会
 
２
―
３
１
１
７
 

図. ザトウクジラ（上）とニタリクジラ（下） 

ニタリクジラの方がスマートな体つきをしている。 
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〇食生活 

食事が不規則（朝食を抜く、深夜に夜食） □ 

肉、魚、野菜のバランスが偏っている □ 

お酒をたくさん飲む □ 

食欲がない □ 

一人で食事をする機会が多い □ 

〇生活習慣 

タバコを吸う □ 

よく薬を飲む □ 

入浴はシャワーのみ □ 

運動不足 □ 

睡眠不足 □ 

〇身体のこと 

体温が 35.9 度以下 □ 

下痢または便秘になりやすい □ 

風邪をひきやすい、長引きやすい □ 

寒がりでもあり、暑がりでもある □ 

BMI が 18.5～25.0 の範囲外 □ 

〇社会的なこと 

仕事（または家事）に意欲がない □ 

人間関係に悩んでいる □ 

スマホ（パソコン）への依存度が高い □ 

あまり外出をしない □ 

趣味がない □ 

― 村民課福祉係 — 

— 第 243 号 ― 

 

 

クジラの伝言板 

村民課福祉係 

2－3939 

クジラ：感染症に負けないからだづくりには、普段の食事、運動、睡眠が大事なんだね。  

保健師：ところで、クジラさんは「NK 細胞（ナチュラルキラー細胞）」って聞いたことがあり 

ますか？NK 細胞は全身をめぐって、がん細胞やウイルスに感染した細胞を殺す働き 

のある細胞なんです。この細胞は、「笑うこと」で活性化することがわかっています。 

    笑うことも免疫力アップに効果があるんですよ～ 

クジラ：へぇー、知らなかった。 

今日もテレビのお笑い番組を見て、たくさん笑って、免疫力アップしよう！ 

  新型コロナウイルス感染症のニュースが多い今日この頃ですが、皆さんはいかがお過ごしでしょうか。同じ空間にい

る家族なのに、風邪にかかる人とかからない人がいるという経験はありませんか？これには個人の免疫力が関係してい

ることがあります。今回は、免疫力をアップする方法をお伝えします。 

 

あなたの免疫力をチェックしてみましょう。 

 

運動をして筋肉を鍛えると体温が上昇し、免疫力が高ま

ります。 

●ウォーキング・ジョギング、ラジオ体操やストレッチ

を少しずつでも毎日行いましょう。 

●入浴することや朝起きた時に白湯を飲むことも体を温

めるには効果的です。       

 

１日３食、バランスのよい食事を心がけましょう。 

●腸内環境を整える⇒ヨーグルト、納豆などの発酵食品

野菜、きのこ、海藻類などの食物繊維を積極的にとり

ましょう。 

●免疫細胞を活性化させる⇒肉、魚、乳、大豆製品など 

のたんぱく質もバランスよく 

とりましょう。  

質のよい睡眠で自律神経を正常化しましょう。 

●寝る前は、ストレッチ、深呼吸などでリラックスしまし

ょう。 

●寝る直前の飲食は避けましょう。 

●夜更かしをせず、朝目覚めたら日光を浴びましょう。 

運動＝体温アップ 

食事 

睡眠 

チェックの数はいくつでしたか？＊BMI=体重(kg)÷(身長(m))² 

0～5 個    免疫力の低下は見られません。 

6～13 個   免疫力が低下しています。改善に向けた 

具体策をとる必要があります。 

14～20 個  免疫力がかなり低下している状態です！ 

        今からすぐに対策をとりましょう。 

 

① こまめな手洗い 

② 人にうつさないための咳エチケット（マスクを正しくつけよう） 

③ 発熱、咳等の風邪症状がある時は、自宅で休み外出を自粛     ＜正しいマスクのつけ方＞ 

感染症予防に大切な３つこと 

  

 

鼻から 

顎まで 

し っ か り

お お い ま

しょう 



出港日　

出港日　

母島乳幼児計測会

村ノヤギ駆除

国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会申込〆切

入港日 入港日

定期予防接種 電話による無料法律相談

出港日　 出港日　

東京都小笠原住宅（父島世帯用）入居者募集(～6/5）

育児学級（離乳食）父島

村ノヤギ駆除

入港日

村民相談

村ノヤギ駆除

入港日

乳幼児健診・歯科健診（父島）

出港日　
30 土

31 日

15 金

木 29 金

28 木

14

13 水

27 水12 火

月 26 火

25 月

11

10 日

土 24 日

23 土

9

8 金

木 22 金

21 木

7

水

6 水

5 火 20

4 月 19 火

3 日 18 月

土 17 日

16 土

2

1 金

日付曜日 行　事　予　定日付曜日 行　事　予　定

こどもの日

憲法記念日

みどりの日

振替休日
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 新型コロナウイルス感染症対策の影響により経済的にお困りの皆さまへ 
 

新型コロナウイルス感染症対策の影響により、厳しい生活を強いられている村民の皆様に心よりお見舞いを申し上げます。 

今回の感染症対策の影響を受け経済的な理由により生活にお困りの方に「小笠原村緊急生活支援金」を給付することとしました。 

この感染症とは長い戦いになると想定しており、それは限られた村の財源を長く活用していかなければならないということでもあり

ます。そして何よりも本当に生活にお困りの方に、この支援金を確実かつ速やかにお届けしたいと考えています。この趣旨をよくご

理解のうえ、申請をお願いします。また、添付をお願いする書類や持参をお願いするものがあります。 

本紙をよくご確認いただき“速やかな給付”ができますよう皆様のご理解とご協力をお願いします。  
 

令和２年５月１日 小笠原村長 森下 一男 
  

【小笠原村緊急生活支援金】 
１．次の①と②に該当する方が申請できます 

①感染症対策の影響で生活に困窮している世帯の世帯主

の方。 

②令和２年４月１日と申請日の両日とも小笠原村に住民票 

がある方。 

※令和２年４月１日より後に小笠原村に転入をした方は、転入

をした日より 30 日を経過しないと申請できません。 

 

２．申請できない方 

①生活保護費を受給している方。 

②収入減少が新型コロナ感染症対策の影響ではない方。 

③令和２年３月 31 日までに納期を迎えた村への税金、保険

料、各種料金や使用料、手数料等の未納がある方。 

 

３．申請回数 

令和２年４月分～９月分まで、各世帯ごとに毎月１回申請で

きます。ただし国の制度「（仮称）特定定額給付金（10 万円）」

は収入として扱わせていただきますので、この支給を受けた月

は対象としないことから、各世帯よりの申請は最大５カ月（５回ま

で）を想定しています。 

最終の申請期限は令和２年 10 月 30 日です。 

 

４．支援金額 

表の基準額から各月の世帯全体 

の収入との差額を給付します。 

【計算例１】 

単身（1 人）世帯で４月分の収入が 

８万円だったとします。 

100,000 円－80,000 円＝20,000 円 

が支援金給付額となります。 

【計算例２】４人世帯で４月分の 

世帯全員の収入の合計が「162,400 円」の場合、 

250,000 円－162,400 円＝87,600 円となり、  

千円未満切捨て → 支援金給付額は「87,000 円」です。 

 

５．申請方法 

所定の申請書及び各月ごとの支援額申告書に次の項目を

ご記入のうえ、収入額を示す書類を添付いただきます。 

①感染症の影響を受けて収入が減少した理由 

②世帯全員の月収 

※収入を証明する書類について 

・給与所得者（社員、アルバイト他） 

給与（賞与）明細書、賃金明細書、お勤め先発行の証明書等 

・個人事業主の方 

収入と支出を確認することが出来る金銭出納簿、その他帳簿

類、出入金が確認できる預金通帳、領収書、伝票等 

・その他、報酬、配当、賃貸料、謝礼などの収入がある方はそ

の金額を確認できる書類を全てご用意ください。 

 業種、世帯構成など様々なパターンによってご用意いただく

書類も違ってくると考えていますので、窓口または電話にてご

相談ください。 
 

６．申請する全ての方にご用意をお願いするもの 

・印鑑 ・支援金を振り込む口座（世帯主名義に限ります）の 

通帳又はキャッシュカード 
 

７．支援金の返還 

この支援金は給付金ですので基本的に返還いただくことは

ありません。ただし、偽りその他不正な手段等により給付を受け

たことがわかった場合は支援金を返還いただきます。 

 

【小笠原村緊急一時貸付金】（事業者向け） 
国の「雇用調整助成金」は申請集中により、振込みが遅延す

ることが見込まれています。そこで、この助成金を申請した村内

の事業者に対し、助成金の振込までその申請額を緊急的に一

時貸し付ける制度です。 

１．申請できる事業者 

（１）雇用調整助成金を申請済の事業者 

（２）村税等の村に対する債務を全て完納している事業者 
 

２．貸付金額 

一時貸付金の貸付額は、事業者が国に対して申請した雇用

調整助成金の額とします。無利子、無担保です。 
 

３．添付をお願いする書類 

（１）雇用調整助成金（休業等）支給申請書の写し 

（２）雇用調整助成金助成額算定書の写し 
 

４．借用書の提出 

当制度による貸付が決定しましたら速やかに借用書をご提

出いただきます。（額に応じた収入印紙をご用意ください） 
 

５．貸付金の返済について 

一時貸付金を受領した日の翌日から起算して３か月以内

に、全額を一括償還。ただし、国からの助成金の振込みが遅

れている等、正当な理由がある場合はこの限りではありませ

ん。 

 

臨時相談・申請窓口の開設について 
この支援金、貸付金は５月１日より受付ますが、申請や相

談、その他、経済的にお困りの方に向けた臨時の相談窓口を

次のとおり開設します。 

事情により窓口での相談を避けたい方は下記までご連絡く

ださい。 

【日時】５月２日（土）午前９時～午後５時 

５月３日（日）午前９時～午後５時 

（両日とも昼休みはありません） 

【場所】 小笠原村役場本庁、小笠原村母島支所 

 

【お問合せ】総務課企画政策室  電話 ２－３１１１ 

母島支所庶務係   電話 ３－２１１１ 

３人世帯

４人世帯

３０万円

月額収入基準額

１０万円

１５万円

２０万円

２５万円

５人以上世帯

世帯人数

単身世帯

２人世帯


